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業績予想との差異及び子会社売却益変更に関するお知らせ 
 

 平成 21 年２月 25 日に公表いたしました「子会社株式の譲渡及び特別利益の発生ならびに業績予想の修

正に関するお知らせ」にて公表いたしました連結及び個別業績予想と、本日公表の平成 21 年３月期連結及

び個別業績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．平成 21 年３月期業績予想との差異 

 
（１）連結業績予想との差異（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 1,251 △901 △688 27 204 75

今回修正予想（B） 1,261 △907 △708 △14 △106 81

増減額（B－A） 10 △6 △20 △41 － 

増減率（％） 0.7 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成20年3月期） 
1,233 △1,601 △1,105 △7,172 △68,893 56

 

（２）個別業績予想との差異（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 24 △952 △589 82 621 83

今回修正予想（B） 24 △966 △617 49 375 06

増減額（B－A） － △14 △28 △33 － 

増減率（％） － － － △40.2 － 

（ご参考）前期実績 

（平成20年3月期） 
56 △1,648 △1,357 △7,379 △70,877 19

 



２．差異が生じた理由 

（１）連結業績予想に差異が生じた理由 

 売上高は、平成 21 年２月に子会社株式の譲渡により連結から除外した株式会社ソーレの調剤薬局事業に

若干の上積みがありました。しかし営業利益及び経常利益は、創薬事業において研究開発費を計上したこ

とや上述の株式譲渡以降に発生した旧子会社分の販売費及び一般管理費の増加等が主な要因となり、前回

予想を下回りました。また、当期純利益は、特別利益に計上した子会社売却益について「３．子会社売却

益変更の経緯について」で述べる理由により算出した結果、前回発表予想を下回ることとなりました。 

 

（２）個別業績予想に差異が生じた理由 

 創薬事業で連結と同様に研究開発費を計上したことや投資有価証券評価損を計上したこと等が主な要因

となり、当期純利益が前回予想を下回りました。研究開発費の計上については、既に北京泰徳製薬有限公

司にライセンスアウトしたＰＣ－ＳＯＤの治験用製剤製造法の研究のために計上した費用であり、当社と

北京泰徳製薬有限公司との協力のもと、製剤製造の進捗は順調に進んでおります。 

 

３．子会社売却益変更の経緯について 

 特別利益に計上した子会社売却益について、前回予想では子会社株式売却益の見込み算出にあたり、株

式会社ソーレの期末業績見込みをもとに連結で 520 百万円を算出いたしました。しかし、決算確定にあた

り連結財務諸表原則等に則り、平成 21 年２月 25 日の子会社株式譲渡以降の実績をもとに売却益について

精査したところ、実績では 503 百万円となりました。なお、個別では予定どおり子会社売却益を 570 百万

円計上しております。 

以上 


